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2025年 6 月 

日産車体株式会社 



【１．ご挨拶】 

それでは、目的事項であります、報告事項１、第１０２期、すなわち、２０２４年４月１

日から、２０２５年３月３１日までの、事業報告の内容、連結計算書類の内容、続いて、報

告事項２、第１０２期計算書類の内容につきまして、ご報告申し上げます。 

 

【２．企業集団の現況】 

 まず、企業集団の現況に関する事項のうち、事業の経過、及び、その成果につきまして、

ご説明を申し上げます。 

 

当連結会計年度の我が国経済は、雇用や、所得環境の改善により景気は緩やかな回復基調

が続いた一方で、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクに留意する必要が

ありました。 

当社グループを取り巻く環境は、原材料価格の高騰や需要の変動など、先行き不透明な状況

が続きました。 

 

【売上高】 

 このような環境において、当社が、日産自動車株式会社から受注しております、自動車の

売上台数は、前連結会計年度と比べ５.３％増加の１４万６千５２１台となりました。 

売上高は、主に前型車に比べ、売上価格の高い「新型インフィニティＱＸ８０」や「新型パ

トロール」、「新型アルマーダ」による増加等により、１６.４％増加の３千５０５億円とな

りました。 

 

【損益】 

 損益面では、営業利益が上期においては、新型車の生産に要した追加コスト等の影響によ

り前年上期と比べ減少したものの、下期で「新型アルマーダ」が立ち上がったことに加え、

前年第４四半期において発生した、能登半島地震の影響による構成部品の供給不足がなく

なったこと等から前連結会計年度より増加し５１億円。経常利益は、５８億円、親会社株主

に帰属する当期純利益は、３０億円となりました。 

 

【資金調達】 

 次に、当連結会計年度は、特記すべき資金調達は実施しておりません。 

 

【設備投資】 

 続きまして、当連結会計年度の、設備投資の状況につきまして、ご報告致します。 

 当連結会計年度の設備投資の総額は約１６４億円で、新商品、マイナーチェンジによる商

品力強化と、生産設備の合理化、厚生施設の改善、環境改善など、諸設備の充実強化に努め



てまいりました。 

 

【連結計算書類】 

【連結貸借対照表】 

 次に、連結計算書類でございますが、まず、２０２５年３月３１日現在の、連結貸借対照

表の、概要につきまして、ご説明を申し上げます。 

 

 資産の部合計は、２千６９９億円となりました。 

 その内訳は、流動資産が、１千７４２億円、固定資産が、９５６億円で、前期末に比べ１

１５億円の増加となりました。 

 一方、負債の部の合計は、９３３億円となりました。 

 その内訳は、流動負債が、８８４億円、固定負債が、４８億円で、前期末に比べ、９３億

円の増加となりました。 

 また、純資産の部合計は、１千７６５億円となりました。 

 その内訳は、株主資本が１千６９３億円、その他の包括利益累計額が７２億円で、前期末

に比べ、２２億円の増加となりました。 

 

【連結損益計算書】 

 次に、第１０２期の、連結損益計算書の、概要につきまして、ご説明申し上げます。 

 先ほど申し上げました、当社と、連結子会社各社の事業活動の結果、当期の経常利益は、

５８億円となりました。 

 また、親会社株主に帰属する当期純利益は、３０億円となりました。 

 

【３．対処すべき課題】 

続きまして、「対処すべき課題」につきましてご報告いたします。 

 

【上場維持基準への適合】 

はじめに、上場維持基準への適合状況につきまして、ご説明致します。 

 

当社は、２０２３年３月３１日時点における、プライム市場の上場維持基準の一つである

「流通株式比率」の不適合判定を受けて、同年１０月２０日付でスタンダード市場へ移行致

しました。 

その後、「スタンダード市場上場維持基準への適合に向けた計画」を策定し、適合に向け

て自己株式の消却や、エフィッシモ・キャピタル・マネージメント様に東京証券取引所が定

義する、流通株式に該当するか否かを判断するために、必要十分な情報が記載された書面を

求めるなどの取り組みを着実に進めてきた結果、２０２５年３月３１日時点において、スタ



ンダード市場の全ての上場基準に適合することとなりました。 

今後も、各基準の適合状況を注視すると共に引き続き、企業価値向上に努めてまいりたい

と存じます。 

 

【環境変化と将来予測】 

さてこれより、取り巻く環境変化と、将来予測についてご説明致します。当社は、「気候

変動への対応の必要性」、「市場のニーズの変化」、「企業に求められる社会的責任の高まり」、

「労働人口、従業員の意識の変化」、これらの環境変化を認識し、２０２３－２０２７中期

経営計画をスタートしました。加えて近年、世界的エネルギー・原材料価格の高騰、関税や

円安の影響など、自動車業界を取り巻く環境は刻一刻と変化しており、予断を許さない状況

です。 

 

【日産車体の目指す姿】 

これらの環境変化を踏まえ、目指す姿を「商用車とプレミアムカー、特装車、サポート事

業で社会に貢献し、お客さまから頼られる唯一無二の存在となる」と定め、これら３つの主

要事業の拡大を図っています。 

 

【主要事業の取り組み】 

それでは主要事業の取り組みポイントについてご説明致します。 

まず「商用車とプレミアムカー」では、引き続き、多様化するお客様のニーズと市場要件

に対応し、品質・商品付加価値向上と売上台数拡大を図っていきます。 

特装事業では、官公庁向け車両や、オートワークス京都の独自商流での売り上げ拡大を図

っています。 

サポート事業ですが、開発業務の受託領域を拡大すると共に、試作業務においては、日産

自動車株式会社以外の業務を受託しており、今後も幅広いお客様のニーズに応えていきま

す。 

また、従来から取り組んでいるサービス部品では、湘南地区を生かして更なる事業の拡大

を図り、主要事業の一つになるよう取り組むと同時に企業価値向上に努めてまいります。 

 

【２０２３-２０２７中期経営計画】 

前述した主要事業で目指す姿を具現化するため、２０２３－２０２７中期経営計画では、

「持続可能な企業基盤」、「魅力ある商品の創出」、「独自性の進化と深化」の３つを重点課題

として取り組んでおります。 

それでは、3つの柱ごとにご説明いたします。 

 

【持続可能な企業基盤】 



１つ目の柱は、「持続可能な企業基盤」です。 

本中期経営計画では、活動の柱の中心に「持続可能な企業基盤」を掲げ、ＥＳＧすなわち

「環境」・「社会」・「ガバナンス」の課題に取り組み、サステナビリティを中心に据えた事業

活動を推進しております。 

まず、２０５０年カーボンニュートラル達成に向けた取り組みでは、台当りＣＯ₂排出量

を２０３０年までに、５２％削減することを目標として設定しております。 

照明については、全照明のＬＥＤ化を計画しており、日産車体では６８％、日産車体九州

では８０％まで進捗しております。 

また社用車で使用しているガソリン車を、電気自動車のサクラに変更すると共に、工場見

学用のマイクロバスについてもＥＶ化を実施しました。 

再生可能エネルギーの導入としては、太陽光を利用した外灯の設置を進め、今後ソーラー

パネルの設置や、ＣＯ₂排出ゼロの電気を供給する電力会社への切り替え等、具体的な適用

を進めていきます。 

 

次にＤＥ＆Ｉすなわち、ダイバーシティ（多様性）・エクイティ（公平性）＆インクルー

ジョン（受容性）の取り組みです。 

 

女性活躍を推進している企業の取得できる「えるぼし」の認定について、５つの認定基準

を満足し、最高位である３つ星を取得しました。 

また、「多様性社会の理解と意識づくり」では、社内でオリジナルロゴを公募し、活動の

シンボルを設定しました。 

そして、経済産業省と日本健康会議が共同で進める「健康経営優良法人認定制度」におい

て、２０１９年から継続して、「健康経営優良法人～ホワイト５００～」に認定されており

ます。従業員すべてが、その能力を十分に発揮できる企業風土を醸成するため、健康保持増

進活動に取り組み、モチベーション高く、活き活きと働くことができる職場環境づくりに取

り組んでいます。 

 

続いて、サイバーセキュリティの取り組みです。左の棒グラフが示すのは、国内のサイバ

ー攻撃による被害件数です。ここ数年で６倍に増加しております。インターネットを介して

ネットワークに入ってくるランサムウェアが急増しています。 

当社としても重点課題と捉え、２つの視点で対策を強化しています。 

一つ目の「予防の強化」では、全てのデジタル情報資産において、セキュリティ懸念がな

いかの総点検を実施すると共に、情報セキュリティ・アセスメントを実施します。 

二つ目の「発生時の対応」としては、サイバー攻撃を想定した訓練を計画しています。 

 

 



【魅力ある商品の創出】 

続いて２つ目の柱となる、「魅力ある商品の創出」です。 

 

現在、湘南工場で生産しているＮＶ２００バネットは、取り回しや使い勝手の良さなどが、

お客さまから好評をいただいております。2024 年マイナーチェンジでは、従来の運転支援

装備などに加えて、「踏み間違い衝突防止アシスト」の安全機能を装備し、多彩な車両情報

が見やすく、視認性と機能が向上した、７インチディスプレイメーターを採用しました。 

今後も各車で各種法規に適合させるとともに商品力向上のためのマイナーチェンジを実

施していきます。 

特装車では、オートワークス京都が架装を担当する車中泊シリーズとして、「キャラバン・

マイルーム」に続いて、「ＮＶ２００バネット・マイルーム」を発売しました。「キャラバン・

マイルーム」同様、インテリアに木目をふんだんに使い、１人でゆったり、２人でぴったり

くつろげる、ナチュラルで洗練された空間を演出しています。簡単操作で、ドライブモード

からベッド、ソファに変わるシートの採用など、車中泊ニーズに応えたモデルになっていま

す。 

高規格救急車パラメディックは、２０１８年のフルモデルチェンジにより、「高度な応急

措置を可能とする室内空間」と、「機能的なレイアウトが可能な車両」へと進化を遂げ、着

実に台数を伸ばしながら、２０２４年度は過去最高の受注台数を達成しました。 

 

数少ない高規格救急車の製造メーカとして、医療従事者に寄り添い、共に現場で活躍する

車両で一人でも多くの命を救えるように、モノづくりを通じて社会貢献に努めてまいりま

す。 

また、パラメディック以外にもオートワークス京都独自商流で販売する様々な商品を充

実させ、事業の拡大を図っていきます。 

「魅力ある商品の創出」で最後にご説明するのが日産車体九州で生産している高級ＳＵ

Ｖです。 

北米向け新型インフィニティＱＸ８０を皮切りに、中近東向けパトロール、北米向けアル

マーダ、3車種をフルモデルチェンジしました。 

フルモデルチェンジにあたり、ヘッドアップディスプレイやプロパイロットなどの最新

運転支援技術を搭載し、１２個あるプレミアムスピーカーにより、洗練されたパワフルな音

響空間が提供できます。フード部分が透過して前方を確認できる、インビジブル・フード・

ビューや、電動でドアハンドルが格納されるフラッシュ・ドア・ハンドルなど、世界初やセ

グメント初となる技術を数多く採用しました。 

 

【独自性の進化と深化】 

さて、最後の柱となるのが、「独自性の進化と深化」です。 



既に発表しておりますが、湘南工場で生産しているＡＤが、今年末で生産を終了し、その後、

ＮＶ２００バネットの単独生産が控えています。 

現在、ＡＤ生産終了前の駆け込み需要により、増産を実施しており、最後の１台まで、しっ

かりお客様にお届けできるよう取り組んでいます。 

また、１１月以降はＮＶ２００バネット単独生産になることから、徹底的に無駄をなくした

最適な工程を構築していくと共に、サービス部品生産は、少量生産に対応する工法などの技

術開発を推進し、事業拡大と収益改善を図っていきます。 

日産車体九州では、フルモデルチェンジを実施した３車種、特に中近東向けのパトロールが

好評を博しており、高負荷な生産稼働が続いております。 

１台でも多く、高品質な車をお客様にお届けできるよう品質の安定化や編成の充実により

直行率・稼働率の改善を更に進めると共に、高い市場要望に応えるために３班３交代のフル

稼働生産を計画しております。 

 

２０２３-２０２７中期経営計画の折り返しの年にあたり、引き続き当社の強みである開

発から生産まで一貫したモノづくり体制を活かし、市場の動向に柔軟に対応できる生産運

営の構築、並びに、法令遵守やコーポレートガバナンス強化に取り組んでいくことで、株主

様、お客様、取引先様、地域社会の皆様、そして従業員を含むすべてのステークホルダーの

皆様からの信頼を高められるよう、全社一丸となって努めてまいります。 

以上、事業報告の内容、連結計算書類の内容につきまして、ご報告をいたしました。 

 

【４.２０２５年度の業績見込み】 

ここで、２０２５年度の、当社の業績見込みにつきまして、ご説明をさせて頂きます。 

 まず、当社の売上高は、３千９８１億円を見込んでおります。 

また、営業利益、経常利益は、それぞれ、６９億円、７０億円を見込んでおり、親会社株主

に帰属する当期純利益は、４４億円を、見込んでおります。 

以上が、２０２５年度の業績見込みでございます。 

 

【５.配当について】 

 なお、配当につきましては、安定した配当を継続的に行う、という配当方針に基づき、当

事業年度の年間配当金は、１３円となります。 

 また、２０２５年度につきましても、同様に、年間１３円を継続する予定でございます。 

 

【６．閉会の挨拶】 

 皆様におかれましては、従来にも増した、ご支援、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上

げます。 


